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・患者様は、良質な医療サービスを平等に受ける権利があります。

・患者様は、人格・意思が尊重され、人間としての尊厳を守られる権利があります。

・患者様は、自分自身の診療に関する情報の提供を受ける権利があります。また、他の医療機関の

医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります。

・患者様は、医療従事者から説明を受けた後に、提案された診療計画などを決定する権利があります。

・患者様は、プライバシーを尊重される権利があります。

【患者の皆様へのお願い】
良質な医療を実現するために、医師をはじめとする医療提供者に対し、ご自身の
健康に関する情報をできるだけ正確に提供して下さるようお願い致します。

患者様の権利

2023年 1月30日発行

○私たちは、自分が受けたい医療・看護・介護を提供します。

・患者さまの権利と尊厳を大切にし、心のこもった医療・看護・介護を提供します。
・根拠に基づいた説明のできる医療・看護・介護を実践します。
・全職種による安全で質の高いチーム医療を行います。
・急性期から在宅医療までを繋ぐ医療・看護・介護を提供します。
・地域連携に努め、地域包括ケアシステムの発展に貢献します。

理 念

基 本 方 針

宮崎医療センター病院
宮崎医療センター病院

新年のご挨拶

病院長 田畑 直人

明けましておめでとうございます。

寒さの中にも凛とした清々しさを感じる正月でした。皆様におかれましては新たな決

意と希望を抱いて令和5年を歩み出されたことと存じます。新型コロナ第8波の渦中で

の年末年始でしたが、昨年より活気と明るさが感じられる街中の風景でした。

先般のサッカーワールドカップで狂喜乱舞する群衆の姿は、“コロナ禍は過去の出

来事”なのかと錯覚を覚えるほどで、「コロナに怯える時は終わりつつある」ということ

を世界中の人々の目に鮮烈に焼き付けました。日本においてもwithコロナという大き

な潮流となり、人々は視線を内から外へと拡げて歩み始めています。

一方で、健康弱者と共に歩む私たち医療者にはあくまでもゼロコロナが求められま

す。 “ウイルスを持ち込まない・持ち込ませない”ために病院は厳しい感染防御体制

を維持し続け、スタッフは職場でも家庭内でもこれまで通りの緊張を強いられた生活

が続きます。年末より当院含めて多くの病院・施設でクラスターが発生し、地域医療

は厳しい状況が続いています。組織も人も疲弊しつつある環境の中で、プロフェッショ

ナルとしての矜持をもって必死に現場で戦っている集団があることをご理解いただき、

これからもご声援とご協力をいただけければ幸甚です。

もやいを解かれてwithコロナへと舵を切った社会は、新たな未来へと進んでいきます。明るい明日になるよう

に、一人一人が前を向いて希望の種を蒔きながら歩んでいける1年であることを願います。

私たちも “地域に必要とされ続ける病院“を目指し、消化器肝臓病・生活習慣病・緩和ケア・総合リハビリテー

ションの4つのセンターと各部署すべてのスタッフが、“世のため、人のため、地域のため”と唱えながら医療者

としての自覚と覚悟をもって2023年癸卯（みずのとう）の日々を歩んでいく決意です。本年もよろしくお願いいた

します。

★緩和ケア病棟★

★10月 ハロウィン★

★11月 もみじ祭り★

11月はもみじ祭りを開催しました。秋を代表するもみじやイチョウを室内に飾り、それらを見ながら秋の雰囲

気を感じていただけるようにしました。今回のレクレーションでも、医師、スタッフによるギター、ピアノの演奏を

お楽しみいただきました。また、おやつには秋の果物を使って様々な味付けがされた、可愛らしいお菓子を準

備しました。

緩和ケア病棟では毎月1回、レクレーションを行っています。12月は新型コロナウイルス感染症の影響に

より、残念ながらクリスマス会を開催することができませんでした。今年の1月からはレクレーションを再開し

ております。できることが限られる中で、患者様の気分転換になるようにと毎月アイデアを練っています。私

たちはがんの終末期患者様とそのご家族に対し、多職種協働で質の高い緩和ケアを目指して行きます。

10月のハロウィンでは、室内に野菜や果物を置くなど収穫祭をイメージした装飾を行いました。その他には、

ハロウィンをイメージして作成したカードを患者様にお渡ししました。レクレーションでは緩和ケア病棟担当の

髙橋医師とスタッフの演奏に合わせて合唱をしたり栄養科で調理したおやつを食べたりと、皆様、楽しい時

間を過ごされていました。
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★中途入職者集合研修★

2022年10月24日（月）に中途入職者集合教育研修を実施

しました。参加者は14名でした。研修内容は、宮崎医療セン

ター病院で勤務するために必要な基本事項・医療安全・接

遇マナー等について実施しました。病院長からは医療人と

して、また社会人としての基本や心構えについて訓示があ

りました。入職された皆様の今後の活躍を期待しています。

★栄養科行事食紹介★

★10月★

栄養科では季節･行事に合わせた食事を提供しています｡

毎月の行事に合わせて、食欲のない方や飲み込みが難しい方にも食べていただけるように､工夫していま

す｡今後も患者様に喜んでいただけるような食事を提供できるよう､患者様に寄り添い､取り組んでいきます。

茶巾はさつまいも･かぼちゃ･白あんを使用し､クリームチーズやみかん､レーズンなどを和えて､ハロウィンら

しいキャラクターに仕上げました｡パウンドケーキはしっとり仕上げるためにアーモンドパウダーを使用し､クル

ミとレーズンを入れて焼きました｡

茶巾は､「かわいくて､食べるのがもったいないね」というお声をいただきました｡ハロウィンは元々秋の実りに

感謝する収穫祭ということなので､野菜や果物､ススキなどを飾りました｡

★11月★

★通所リハビリ作品紹介★

緩和ケア病棟の患者様に聞き取りを行ったところ、あんこをつかったお菓子がいいとのご意見がありました。

そのご意見を参考に、11月のイベントではこもちにあんこをのせて提供しました｡白あんは色をつけ､見た目を

華やかにしました｡あんこ以外にも田楽風やみたらし､ピーナツバターなど､たくさんの種類の味付けを準備し､

各々の患者様の嗜好に合わせられるようにしました。

また､季節の果物として干し柿を提供しました｡あんぽ柿ととよの柿の2種類をクリームチーズと合わせて市松

模様にしました。クリームチーズと干し柿､もちとピーナツバターなど､普段はあまりしないような珍しい組み合

わせで､患者様･スタッフにも好評でした。

★12月★

緩和ケア病棟のクリスマス会は実施できませんでしたが､おやつの時間にチーズケーキとアイシングクッ

キーを提供しました｡クッキーはラッピングしてクリスマスプレゼント風にして､患者様に直接お渡ししました｡

通所リハビリでは、月ごとに花紙等で利用者様と一緒に作品を作っています。写真は11月～12月の作品です。

作品は通所リハビリ室内に飾られています。

通所リハビリテーション事業所では、要支援1から要介護5の認定を受けられた方々が利用しています。

興味のある方は近くの地域包括支援センター、または担当ケアマネージャーにご相談ください。

★宮崎県知事選挙 期日前・不在者投票★

2022年12月25日(日)宮崎県知事選挙が行われました。当院は期日前投票の指定病

院となっており、期間中に入院されている患者さまは、当院内にて投票することができ

ます。今回は12月21日(水)に期日前投票を行いました。


